
 

学校番号 １２０３ 

令和２年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「高校生の美術１」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考える「デザイン」、の基礎つい

て学習します。 

・一人ひとり、思いや見方、感じ方が違います。表現形式の特性や形体・色彩などについて着目

して、自分なりの感じ方や見方、表現を深めていきましょう。違った見方を「鑑賞」で共有す

ると、また更に広がったり深まったりします。 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の

喜びを味わい、多様

な表現方法や美術

文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

取り組みの様子 

ワークシート 

鑑賞活動の様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作の過程 

完成作品 

制作の過程 

完成作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

美
術
と
は
？ 

【鑑賞】【絵画・彫刻】 

・オリエンテーション 

教科書等を鑑賞し、多

様な表現形式につい

て学び、「美術Ⅰ」の

学習イメージを持つ。 

・自分の興味のあるもの

見つける 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:美術の多様な表現に関心を持ち、こ

れからの学習に意欲を高めている。 

b: 普段から、どのようなものに興味

を抱いているのかを発見し、美術が

どのような形で生活に結びついて

いるのかを見つけようとしている。 

d:美術作品などのよさや美しさを感

じ取り、美術の働きや文化ついての

理解を深めている。 

 

学習活動の

様子 

 

ワークシート

の内容 

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン 

【デザイン】 

・色彩基礎 

・色彩構成 

  スケッチブックの表紙

にアクリル絵の具で着

色する。 

直定規、コンパスを使

用し構図・配色等を工

夫し表現する。 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:幾何形体を用いて、形や色彩などの

効果を考えながら構想を練ったり、

表現したりしようとしている。 

b:条件や美しさなどから、形や色彩な

どの働きを考えて表現の構想を練

っている。 

c:アクリル絵の具の特性を生かし、表

現方法を工夫して、条件や計画を基

に表現している。 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

立
方
体
の
作
成
・デ
ッ
サ
ン 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・立方体の作成 

・デッサン 

作った立方体をデッ

サンする。デッサンの

基礎である、鉛筆の使

い方や物体の特性を

知る。 

・相互鑑賞 

 

○  

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ 

a:立方体の性質について考え、正確に

作るよう取り組んでいる。 

b:形の特徴をつかみ、表現などを工夫

している。  

c:デッサンの目的を理解し、鉛筆の特

性を生かして表現をしている。 

d:作者の表現の工夫、よさや美しさな

どを感じ取り、デッサンの表現方法

ついて理解を深めている。 

 

 

制作の様子 

 

作品 

 

 



 

２
学
期 

  

鳥
獣
人
物
戯
画
の
う
ち
わ 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・プリントを使用し時代背

景を説明。 

・鳥獣人物戯画の資料を

鑑賞。 

・墨と和紙を使って動物

を描く練習。 

・本番、墨と和紙で鳥獣

人物戯画の模写。 

 

・模写作品を裏打ちし、う

ちわに仕立てる。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

  

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:日本の伝統的な美術の表現方法に

関心をもち、理解しようとしてい

る。 

b:墨と和紙の特徴をつかみ、動物の形

態から美しく表現することの構想

を練っている。 

c:墨と和紙の特性を活かし、資料や原

画から表現方法の特徴を見つけ、創

意工夫を重ねながら制作に取組め

ている。 

d:日本の伝統的な美術の表現の特質

に関心を持ち、日本の美術文化につ

いて理解しようとしている。 

 

学習活動の

様子 

 

ワークシート 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

  

レ
タ
リ
ン
グ 

【デザイン】 

・アイデアを考える 

自分を表現する、漢

字四文字を考える。 

・下書き 

 レタリング辞典を参考に

下書き。 

・練習 

溝引き棒の使い方を

練習する。 

・制作 

  アクリル絵の具で着彩

する。 

 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:文字のデザインに関心を持ち、正確

で美しいレタリングができるよう

に構成を練っている。 

b:自己分析を行い、自分を表現できる

文言を考えている。 

 

c:アクリル絵の具、溝引き棒の特性を

理解し、美しく着彩している。 

 

下書きの構

成 

 

ワークシート 

 

 

作品 



オ
リ
ジ
ナ
ル
和
菓
子
を
つ
く
ろ
う 

【デザイン】【鑑賞】 

・資料と試食で上生菓子

を知る。 

・アイデアスケッチ 

 四季それぞれのイメー

ジに合う、デザインを

考える 

・試作 

紙粘土にアクリル絵の

具を混ぜ込み、実演

を通して基本の作り方

を学ぶ。 

・制作 

 粘土へら等を使用し成

形していく。 

・相互鑑賞 

 プレゼンテーション 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:四季のイメージを表現することに

関心を持ち、形や色彩などの働きを

考え、また上生菓子の性質も考えな

がら構想を練ったり、表現しようと

している。 

b:形や色彩などの働きを考えて表現

の構想を練っている。 

c:紙粘土の質感を生かし表現方法を

工夫して、制作している。 

d:作者の意図や表現の工夫、よさや美

しさなどを感じ取り、日本の文化や

美意識について理解を深めている。 

 

 

制作の様子 

ワークシート 

アイデアス

ケッチ 

制作途中の

作品 

 

 

 

鑑賞活動の

様子 

発言内容 

作品 

卒
業
式
立
体
ポ
ス
タ
ー 

【デザイン】【鑑賞】 

・ポスターの役割につい

て知り、アイデアを練

る。 

・主題を基に構想を練

る。 

・構想を基に自分の表現

意図に合う表現方法を

工夫する。 

・主題を追及し、表現を

深める。 

・他者の作品から、作者

の主題、意図、創造的

な表現の工夫などを感

じ取り、理解する。 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:テーマ、ルールを基に表現すること

に関心を持ち、表現や鑑賞の活動に

主体的に取り組もうとしている。 

b:テーマ、ルールを基に感性や想像力

を働かせて主題を生成し、表現形式

の特性を生かして、形体、色彩、構

成などを工夫して創造的な表現の

構想を練っている。 

c:意図に応じて材料や用具の特性を

生かし、表現方法を工夫して、主題

を追及して表現している。 

d:他の生徒の作品などのよさや美し

さ、作者の心情や意図と表現の工夫

などを感じ取り、作品などについて

理解を深めている。 

 

ワークシート 

 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞活動の

様子 

発言内容 

作品 

 

＊表中の観点について a：美術への関心・意欲・態度    b：発想や構想の能力 

                     c：創造的な技能            d：鑑賞能力 

 


